
『住み続けるための建て替えを考える』会　全戸配布第11号

私たちの将来方向は、一人ひとりがよく考えて！！

みなさん、こんにちは！
　来る５月25日の第14回通常総会で、３年前に否決された「一括建替え」と新たに、「コ

ンサルタント社の採用」の提案がなされようとしています。

　これで本当によいのでしょうか。心配や不安に思う方もいらっしゃると思います。

　「管理組合法人ニュース」では、修繕の方が建て替えより費用がかかるかのように受け

取れますが、よく考えて見ましょう。

　仮に、今実際いくらお金を用意しなければいけないかと言うことになると、建て替えの

場合は直ぐに大金が必要になります。が、修繕では積立てられている積立金とこれからの

修繕積立金によって、長期修繕計画で28年後までは対応でき、さらに耐震工事やバリアフ

リー〈エレベーター等〉が必要な場合は、建替えの10分の１ぐらいの予算で充分可能です。

　私たちは、第12回通常総会〈2006年度〉で確認された、第９次長期修繕計画の完全実施

が必要と考えています。その後、例えば10年ないし30年後に建替えを目標にして計画をし

ますと、組合員の意見を入れて、公社・行政ともよく協議の上、団地再生のための地区計

画をつくり、その上で、一部の着工を早めることも、また、組合員の合意が有れば、建て

替えも可能となります。

　今回の一括建替え提案は早急すぎます。コンサルタントにかかる費用も、前回のように

無駄になるおそれもあります。

　いま大きな問題になっている地球環境やコストのことを考えると安易な建て替えではな

く大切に使って長持ちさせることが、時代の要請ではないかと考えます。

　５月25日の第14回通常総会では一括建て替えを進めるためにコンサルタント社の採用の

提案がなされますが、前回、4567万円の多大な資金を使い果たしため、そのお金は大切な

修繕積立金を取り崩してコンサルタント費用にあてることが予想されます。これは、本来

の使用目的と異なる文字通り“取り崩し”です。

　総会決議を将来悔いのないものにするために、また、安心して住み続けられるためにも、

大いに論議しましょう。これを機会にお隣同士話し合いをしていただき、団地全体の立場

になって、将来も見据えて考えて見ませんか。

裏面の新聞記事は、私たちと同様の築40年の団地です。(朝日新聞及び山森氏了解済み)

　　　　　　                                       　２００８年５月１日

　　　　　　　　　　　　「住み続ける為の建て替えを考える」会　　世話人会

　　　　　　　　　　　　「考える会」のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞhttp://www.geocities.jp/fujikan27/



所聯 ア粛叩亀たまプラーザ住宅管羊里組合羊里事長

やまもり よしろう
山森 芳郎

◆
禦
住
宅

現
存
住
宅
の
長
寿
命
化
が
先

視弘鞄
a sahi．co mS ite n

福
田
首
相
が
「
2
0
0
年
住
宅
」

構
想
を
掲
げ
、
政
府
内
で
も
住
宅
な

ど
を
数
世
代
に
わ
た
り
使
え
る
よ
う

長
寿
命
化
し
て
コ
ス
ト
総
量
を
減
ら

す
「
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
」
の
考
え
方

に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
既
存
住
宅
を
取
り
壊
し

て
長
寿
命
の
住
宅
に
建
て
替
え
さ
せ

る
や
り
方
に
は
、
住
宅
建
設
を
経
済

政
策
の
道
具
に
し
た
い
思
惑
が
見
え

隠
れ
す
る
。
実
際
に
築
40
年
の
住
宅

団
地
の
維
持
管
理
に
た
ず
さ
わ
っ
て

い
る
身
か
ら
す
る
と
違
和
感
を
禁
じ

え
ず
、
現
存
す
る
住
宅
を
ど
う
や
っ

て
長
持
ち
さ
せ
る
か
を
考
え
る
方
が

先
で
は
な
い
か
と
訴
え
た
い
。

首
都
圏
に
あ
り
、
旧
住
宅
公
団
が

分
譲
し
た
わ
が
団
地
（
1
2
5
0

戸
）
で
は
、
近
年
思
い
が
け
な
い
事

故
が
次
々
起
き
る
。
昨
春
、
私
は
住

民
同
士
で
選
ぶ
管
理
組
合
の
選
挙
に

当
選
し
、
役
員
に
就
任
し
た
が
、
そ

の
と
た
ん
、
立
て
続
け
に
共
用
排
水

管
の
水
漏
れ
事
故
が
起
き
た
。
そ
の

補
修
が
終
わ
る
か
終
わ
ら
な
い
う
ち

に
、
こ
ん
ど
は
給
水
本
管
で
水
漏
れ

が
見
つ
か
っ
た
。

他
に
も
樹
木
の
根
が
侵
食
し
、
毎

年
の
よ
う
に
下
水
管
が
詰
ま
る
。
屋

内
給
水
管
も
劣
化
し
た
た
め
、
取
り

換
え
た
ば
か
り
だ
。
10
年
か
ら
15
年

に
1
度
行
う
外
壁
や
屋
根
の
塗
り
香

え
・
補
修
工
事
も
迫
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
こ
そ

大
変
だ
が
、
一
方
で
40
年
か
け
て
育

て
た
樹
木
は
大
木
に
な
り
、
か
け
が
′

え
の
な
い
住
環
境
を
つ
く
り
出
し
て

い
る
。
中
古
不
動
産
の
広
告
に
な
ら

え
ば
「
全
戸
南
向
き
、
日
当
た
り
良

好
」
「
団
地
内
に
専
用
公
園
・
広
場

あ
り
」
「
子
育
て
に
適
し
た
住
環

境
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
私
は
こ
れ

に
「
静
け
さ
」
も
加
え
た
い
。
当
団

地
は
広
域
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
い
ざ
と
い
う
時
の
安
全
性
も

保
障
さ
れ
て
い
る
。
建
物
は
4
階
か

5
階
建
て
の
壁
式
構
造
だ
が
、
こ
の

工
法
は
阪
神
大
震
災
で
も
ほ
と
ん
ど

無
傷
だ
っ
た
と
い
う
で
は
な
い
か
。

現
在
、
私
た
ち
は
貴
重
な
積
立
金

を
効
率
よ
く
投
資
す
る
た
め
、
居
住

者
全
員
参
加
で
建
物
な
ど
を
自
主
点

検
し
、
「
団
地
60
歳
」
を
目
標
年
に

長
期
修
儀
計
画
を
立
案
中
で
あ
る
。

住
宅
の
長
寿
命
化
を
掲
げ
て
築
30

～
胡
年
の
住
宅
を
建
て
替
え
れ
ば
、

既
存
住
宅
は
そ
こ
で
寿
命
が
尽
き
、

日
本
の
住
宅
の
平
均
寿
命
は
い
っ
た

ん
短
く
な
っ
て
し
ま
う
。
統
計
的
に

長
寿
命
化
が
数
字
と
し
て
表
れ
る
の

は
ず
っ
と
先
の
こ
と
だ
。

そ
れ
に
建
て
替
え
は
大
量
の
ご
み

を
発
生
さ
せ
、
地
球
環
境
に
多
大
な

負
荷
を
か
け
る
。
温
暖
化
防
止
や
高

齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
古
い

住
宅
の
外
壁
の
断
熱
効
率
を
上
げ
た

り
、
サ
ッ
シ
を
二
重
に
し
た
り
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
な
ど
、
性

能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
は
十
分
可
能

な
は
ず
だ
。

政
府
に
は
、
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
向
け
て
建
て
替
え
を
奨
励
す

る
前
に
、
む
し
ろ
現
存
の
住
宅
を
い

か
に
長
く
生
か
す
か
を
考
え
て
ほ
し

い
。
そ
う
す
れ
ば
、
新
し
い
工
法
や

産
業
が
生
ま
れ
、
経
済
効
果
も
期
待

で
き
る
と
思
う
の
だ
。

投
稿
は
、
〒
1
0
4
・
8
0
1
1

朝
日
新
聞
声
・
主
張
面
「
私
の
視

点
」
か
s
ite
ロ
＠
a
s
a
F
i
．c
O
m

へ
。
電
子
メ
デ
ィ
ア
に
も
収
録
し

ま
す
。


